山上 湖 



i 島 与 志 雄 



だした。 木陰に よけた。 それから 歩き だすと、 やがて 

また 雨に なった。 杉 木立に かこまれた 稲荷 堂に 雨宿り 

した。 雨が やんだ ので、 急いで 帰り かける と、 ちょつ 

と 雷鳴が して、 こんど は 可な りの 雨と なった。 避難の 

場所が 見当らなかった。 大木の 陰 も 雨 I 卞で 同じ こと だ。 

濡れながら 行く と、 野の 中に、 屋根 だけ ふいて ある 四 

方 開け放しの 小屋が あった。 その 中に 飛び こんだ。 木 

片ゃ藁 屑が あつたから、 焚火 をした。 

それほど 寒く もない のに、 平 田 はへんに 震えて るよ 

うだった。 やたらに 木片 を 火に くべ て、 ぱっと 燃え立 

つと、 嬉しそうに 手 を こすった。 



^ J ろ は 背中 を 半ば 出して 砂上 を 匐うよう に 泳ぎ、 産卵 

のために さか 上って くる。 そういう 一匹 を 私 は 見つけ 

た。 それ は 本能から であろう。 無我夢中で もあろう。 

然しなん という 勇敢な 積極的な ことか。 それ は 恋愛 を 

する 女性の 姿 だ。 

私 はもう、 恋愛 をして いないの であろう か。 

男性 はどうな のか。 平 田 はどうな のか。 

「鱒 を 見に いきましょう。 月の 光りで 見たら、 どんな 

かしら ご 

道路から 少し 上った ところに、 コンク リ— ト 造りの 



と は 到底 信じられない。 

「ほんと かしら ご 

「何が ご 

「死体の 話 ご 

「君が そう 言つ たんじ やない の ご 

声の 調子 は、 私の 話 をば かにして るので はなかった 

それ かと 言って、 真実と 思って るので も 勿論な かろう 

逆立ちの こと は、 ただ 理論的 訂正な の だ。 ただ 理論的 

丁 EO 

一一 一一 口 一 丄 

私 は 口 ー レ ライの 歌 を 口ずさみ かけて、 やめた。 

はっと 思い出した ことがある。 —— 平 田の 奥さんの 
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